１９９１年度心療内科問題

［Ａ］

Ⅰ）心身症の定義に関して、次のうち正しいものはなにか。

　（１）心身症とは、身体的障害で、発症や経過に心理社会的因子の関与が認められる疾患名である。

　（２）心身症は、機能的疾患のみならず器質的疾患にも見られる。

　（３）心身症によく見られるアレキシミア(Alexithymia)の訳としては、「失感情症」より「失感情　　　　言語症」の方がよい。

　（４）古い診断基準(1970)でも、神経症を除外するという規定があった。

　　　ａ(1),(3),(4)のみ　ｂ(1),(2)のみ　ｃ(2),(3)のみ　ｄ(4) のみ　ｅ(1)－(4)のすべて

　Ⅱ）患者にとって望ましい医療として、正しいのはどれか。

　（１）よくまとまったチーム医療

　（２）患者が何もしなくてもよい医療

　（３）経費の無駄のない医療

　（４）心と体の両面からの全人的医療

　　　ａ(1),(3),(4)のみ　ｂ(1),(2)のみ　ｃ(2),(3)のみ　ｄ(4) のみ　ｅ(1)－(4)のすべて

　Ⅲ）胃潰瘍の患者で、心身医学的診断をする際に、正しいのはどれか。

　（１）心理テストで正常の場合は心身症ではない。

　（２）検査で器質的疾患が認められる場合は心身症ではない。

　（３）面接で患者が心理的因子の関与を否定した場合でも、心身症がある。

　（４）（シケ対注：文章が現存しません）

　（５）経過で再発を繰り返す場合は心身症である。

　　　ａ(1),(2),　ｂ(1),(5)　ｃ(2),(3)　ｄ(3),(4)　ｅ(4),(5)

　Ⅳ）神経性食欲不振症において、検査の異常所見への対応法で正しいのはどれか。

　（１）血清アミラーゼ値が高いときはまず、膵管造影をする。

　（２）血清トリヨードサイロニン値が低いときは、甲状腺ホルモン剤を投与する。

　（３）血清カリウム値が低いときは、急速に点滴で補正する。

　（４）血清GOT値の高値は、徐々に栄養を改善させると正常化する。

　　　ａ(1),(3),(4)のみ　ｂ(1),(2)のみ　ｃ(2),(3)のみ　ｄ(4) のみ　ｅ(1)－(4)のすべて

　Ⅴ）高血圧について誤っているのはどれか。

　ａ　心理的因子の関与を調べるために暗算テストをする場合、その予告をした時点でも血圧を測っ　　　てみるべきである。

　ｂ　普通の生活では血圧は正常なのに、病院で測ると高いのを「白衣高血圧」と呼ぶ。

　ｃ　高血圧の患者では、家庭で自分で血圧を測定する方法を教えて、セルフコントロールをすすめ　　　るとよい。

　ｄ　タイプＡ行動型は、高血圧に特徴的なものである。

　ｅ　初期の動揺性高血圧では自律訓練法が有効である。

［Ｂ］現在、わが国の大学では（東大医学部においても）、「自己評価」がテーマとして取り上げられようとしている。一方、東大心療内科の臨床実習では、「自己を知ること」や「気付き」が１つのテーマになっている。この臨床実習のような方法（考え方）が、各自の卒後の研修（治療的自我の育成）や研究活動などにおける「自己評価」に役立つ可能性について述べよ。

１９９１年心療内科解答
［Ａ］

Ⅰ）９５年度Ⅰの解答参照

　　×（１）疾患名ではなく病態。

    ○（２）ストレス性胃潰瘍など。

　　○（３）Alexithymiaとは、自分の内的な感情に気づきにくい、またそれを言語化できにくい状態のこと            をいう。「失感情症」というと、感情の欠損（Athymia）と誤解される恐れがある。

　　×（４）昔の診断基準では、「一般に神経症とされているものであっても、身体症状を主とする症例は、            広義の心身症として扱った方が好都合のこともある」とされていた。現在は身体症状を主とす            る神経症、うつ病は除外されている。

    正解　ｃ

Ⅱ）常識的に正解が出ますね。

    ○（１）

    ×（２）心身医学ではセルフコントロールを重んずる。

    ○（３）

　　○（４）

    正解　ａ

Ⅲ）

    ×（１）発症・経過に心理・社会的因子の関与があるかどうかが問題。

    ×（２）ストレス性胃潰瘍などは器質的疾患。

　　○（３）心身症患者はAlexithymiaの傾向があり、心理的問題を自覚できにくい。

　　　（４）（文章が残っていないが、他の選択肢との兼ね合いから、おそらく正しい選択肢だったのでし            ょう）。

    ×（５）そうとは限らない。

    正解　ｄ

Ⅳ）９５年度Ⅴの解答参照

　　×（１）飢餓状態により、血清アミラーゼは高値を示すことがあり、栄養状態の改善で正常化してくる　　　　　　ことが多い。膵疾患との鑑別をするにしても、いきなり膵管造影はないだろう。

　　×（２）体重が回復すればホルモン異常も改善するため、普通はホルモン剤投与はしない。甲状腺ホル　　　　　　モン剤はるいそうを悪化させる恐れもある。

  　×（３）低カリウム血症の場合、呼吸筋麻痺など、緊急を要する場合のみ静脈内カリウム投与が行なわ　　　　　　れるが、点滴速度は低め（20mEq/時以下）にしないと、最悪の場合心臓死する。

　　○（４）

　　正解　ｄ

Ⅴ）９２年Ⅲの解答参照

　　○　ａ

    ○　ｂ

    ○　ｃ

    ×　ｄ　高血圧でなく虚血性心疾患。

　　○　ｅ

　　正解　ｅ

［Ｂ］論述問題は毎回出題されているが、テーマは毎回異なっており、その場に応じて自由に書くしかないでしょう。
